【表題】HTML5新機能
1. HTML概要

1-1. HTML5とは

HTML5とは現在Web標準となっているHTML4の後継の仕様であり、HTML4では主にマークアップの仕様が主だったのに対し、HTML5ではマークアップだけではなくDOM仕様や各種API仕様が多く含まれるようになっています。

1-2. HTML5のメリット
　HTML4以前ではマークアップは各種ブラウザ上で統一されていたが、各種APIはブラウザ独自の実装が多く、JavaScript作成時にブラウザごとに処理を繰り替える必要があったがHTML5では各種APIが仕様に含まれているため、ブラウザごとに処理を切り替える必要がない。（現状では一部、HTML5でもブラウザごとに処理が異なる場合がある）
　また、以前はFlexなどを利用しなければ実現できなかったRIAを実現する処理がHTML5を使用することによって実現可能となっている。
1-3. HTML5のデメリット
　現状ではHTML5を実装レベルがブラウザ単位で異なり、されにIEについては大部分がIE9からHMTL5に対応したため、いろいろなブラウザが使用されるBtoCでは実用するのが難しい。
　現在やるとすれば、Flex等を使用することが最善だと思われる。
1-4. HTML5の機能って？（現在はHTML5から独立した仕様もあり）
· Web Storage
· Server-Sent Events
· Web SQL Database
· Indexed Database API
· Canvas

· Video & Audio

· ドラック & ドロップ

· オフラインWebアプリケーション

· WebSocket

· Web Workers

· Geolocation

・・・・・など
2. WebSocket
2-1. WebSocketとは
　HTTPベースのクライアント-サーバ間で完全な双方向通信を実現するためのプロトコルであり、サーバからクライアントに送信することも可能である。つまり、クライアントは任意のタイミングでサーバからデータ受信することが可能になっている。
　現在、WebSocketの仕様は2つに分けられており、一つ目はW3Cが標準化を進めているブラウザ上で動作するJavaScriptのAPI、二つ目はIETFが標準化を進めているクライアント-サーバ間の通信を行うプロトコルについてそれそれ策定しています。
2-2. WebSocketのメリット

　HTTPの場合、必ずクライアント側からのリクエストを受け取り、サーバはそのリクエストに対するレスポンスを返却するしかできないため、開始はクライアントになります。それに対してWebSocketは一度ハンドシェイクを確立すれば、サーバから送信することが可能です。

　例えば、掲示板などはHTTPの場合、クライアントが定期的にリフレッシュしないと表示後の書込みを表示できませんが、WebSocketを使用すると書き込まれたタイミングでクライアント側へ送信することができリアルタイムを実現することができます。
2-3. WebSocketのデメリット
　環境面としてはJavaEE7から対応予定となっているので現在(2012/01)主流のJavaEE6サーバでは実現できません。例えば、Tomcat7はJavaEE6のため対応外となっています。
　また、設計するに当たり、コネクションが明示的に切断しないと切れないため、コネクション数が上限を超える可能性があり、設計時に検討する必要があります。
2-4. WebSocketプロトコル

　WebSocketプロトコルはHTTPベースのため、使用するポート番号は80（セキュアは443）を使用している。
　接続の開始は必ずクライアント側からとなっており、その際にはGETリクエストを使用しています。その手順をハンドシェイクと呼ばれ、特殊なHTTPヘッダやレスポンスコードでやり取りを行います。接続の切断についてはクライアント、サーバどちらからでも可能です。
　一度ハンドシェイクに成功し、通信が確立されると送受信が可能となるがその毛色を流れるデータを「フレーム」と呼ばれる単位で扱われ、文字列(文字コードはUTF-8)、バイナリで送受信可能です。
　また、WebSocketプロトコルのURLは「ws://」、セキュアな接続であれば「wss://」となっています。
2-5. クライアント側の実装方法

※1 取得できる状態は「未接続(0)」「接続中(1)」「ハンドシェイク中(2)」「切断(3)」となっており、カッコ内は実際の数値となる。

2-6. サーバ側の実装
　サーバ側に関しては現在使用できるサーバがいくつかあるが「Jetty」がよく使われているようです。
　ただし、J2EE7規定に沿っていないようなので概要程度を記述します。

· org.eclipse.jetty.websocket.WebSocketServletを継承したクラスを用意する

· org.eclipse.jetty.websocket.WebSocketを実装したクラスを用意する

· WebSocketをimplementsし、onConnect、onMessage、onDisconnectを実装する

· WebSocketServletでdoWebSocketConnectを実装する

3. Web Workers

3-1. Web Workersとは

JavaScript内で処理をバックグラウンドで実行できる仕組みです。

つまり、UI操作などをしているプロセスと別プロセスでJavaScriptコードを実行できるようになります。

3-2. Web Workersのメリット

　現在のJavaScriptは重たい処理を実行すると実行中はUI側が操作できなくなりますが、Web Workersを使用すればUI操作をさせながら、重たい処理をバックグラウンドで実行させることが可能となります。
3-3. Web Workersのデメリット

　バックグラウンドで動作させるソースからDOMに関連するコードを含めることができない。つまり、jQueryなどのライブラリはDOM前提で作成されているため利用することができないということになる。将来的にはわかりませんが・・・。

3-4. メッセージング
　呼び出し元とバックグラウンドで実行しているJavaScriptのパラメータを渡す方法として、メッセージングという機能があります。
　仕様としてはWeb Workersとは別の「Web Messaging」という仕様で標準化されています。

3-5. 実装方法

















// ハンドシェイク処理


var ws = new WebSocket(“ws://localhost/sample/test”);


ws.onopen = function() {


    // 接続が確立されたときに実行


}


ws.onmessage = function() {


    // サーバからメッセージを受信したときに実行


}


ws.onclose = function() {


    // サーバから切断されたときに実行


}


// 接続状態を確認する※1


var state = ws.readyState


// クライアント側から切断する場合


ws.close();








// 呼び出し側(ui.js)


// Workerの処理実行


var worker = new Worker(“back.js”);


// Workerへメッセージ送信


worker.postMessage(“Workerへ送信”);


// Workerからメッセージ受信


worker.onmessage = function(event) {


   // Workerからデータを受け取る


    var data = event.data;


}








// バックグラウンド側(back.js)


onmessage = function(event) {


   // 呼び出し元からデータを受け取る


    var data = event.data;


}


// 呼び出し元へ送信


postMessage(“呼び出し元へ送信”);

















